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SHELF 05 · FINANCIAL HISTORY

BC 700

Kingdom of Lydia — The World's First Coined Money

リディア王国と世界初の鋳造硬貨

価値が「モノ」から「記号」へ移行する出発点。国家が通貨に信用を与える構造は、ここから始ま

った。
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WHAT HAPPENED

何が起きたか

紀元前7世紀頃、現在のトルコ西部に位置するリディア王国が、世界で初めて均一な鋳造硬貨を作っ

た。

素材はエレクトラム（金と銀の自然合金）。パクトロス川から採れるこの合金を一定の重さに整え

、王の紋章（ライオンの頭部）を刻印した。

それ以前にも金属の塊が交換に使われていたが、毎回重さを量り、純度を確認する必要があった。

リディアの硬貨は、重さと純度を国家が保証した点で革命的だった。

後にクロイソス王（在位BC560-546年頃）は、純金と純銀の硬貨を分離して鋳造。これにより通貨

の信頼性がさらに高まった。

WHY IT HAPPENED

なぜ起きたか

リディアは東西交易の十字路に位置していた。ギリシャ世界とペルシャ帝国、エジプトとメソポタ

ミアを結ぶ交易路が交差する場所だ。

物々交換には根本的な限界がある。「欲望の二重の一致」問題 -- 自分が持つものを相手が欲しがり

、かつ相手が持つものを自分が欲しいという条件が同時に成立しなければならない。

— 交易量の拡大で、物々交換の非効率さが限界に達した

— 金属塊の重量・純度の検証コストが高すぎた

— 国家が品質を保証することで、取引コストを劇的に削減できた

通貨の誕生は、技術的な発明であると同時に、制度的なイノベーションだった。「国家の保証」と

いう無形の価値が、金属片を「お金」に変えた。

WHAT CHANGED

何が変わったか

価値の保存と移転が飛躍的に効率化された。小麦や家畜と違い、硬貨は腐らず、分割でき、持ち運

べる。



投資と思考の書斎 — 金融史の書庫

3

投資Library | https://anni-memo.github.io/investment-library/

だが、より本質的な変化は別にある。価値が「モノそのもの」から「記号」に移行し始めたことだ

。

硬貨の価値は、金属の重さだけでなく、刻印された紋章 --

すなわち「国家の信用」に依存する。ここに、現代の法定通貨につながる思想の萌芽がある。

この転換は巨大だった。やがて紙幣が生まれ、電子マネーが生まれ、ビットコインが生まれる。物

質から離れた「純粋な記号としてのお金」への長い旅路は、リディアの刻印から始まった。

同時に、国家が通貨を管理する構造 -- 通貨主権 -- もここに始まる。通貨を発行できる者が経済を支

配する。この力学は現代の中央銀行制度に直結している。

LEGACY

今に残っているもの

— すべての法定通貨は「国家の信用」に裏打ちされている。リディアが確立した構造だ

— 「クロイソスのように裕福」という表現は英語で "rich as Croesus" として今も使われる

— 硬貨の表面に権力者の肖像を刻む伝統は、リディアから古代ギリシャ・ローマへ伝わった

— 通貨の改鋳（品位を落とすこと）によるインフレは、ローマ帝国の衰退要因となった。通貨の信頼性

という問題提起もリディアに始まる

2700年後の今日、私たちのスマートフォンに表示される「残高」は物理的な実体を持たない。しか

しそれが「お金」として機能するのは、リディアの時代から続く「信用」の連鎖の上にいるからだ

。

FOR INVESTORS

投資家にとっての意味

— 通貨の価値は「何でできているか」ではなく「誰が保証しているか」で決まる。この認識は為替投資

の根本に関わる

— 国家の信用が揺らげば通貨も揺らぐ。ハイパーインフレの歴史はそれを証明している

— ゴールドが「究極の安全資産」とされるのは、国家の信用に依存しない価値保存手段だからだ

— 暗号資産は「国家の保証なしに通貨は成立するか」という、リディア以来の問いへの実験である
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KEY TERMS

関連用語

エレクトラム

金と銀の自然合金。リディアの最初の硬貨の素材。パクトロス川の砂金から採取された。

鋳造硬貨

一定の重さ・純度で作られ、権威者の刻印により価値が保証された金属片。通貨の原型。

リディア王国

現在のトルコ西部にBC7-6世紀に栄えた王国。世界初の鋳造硬貨を生んだ。

クロイソス

リディア最後の王（在位BC560-546年頃）。純金・純銀硬貨を導入し、富の象徴として歴史に名を残す

。
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